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七夕飾りを作ったよ
　７月５日（木）、子育て支援センターで未就園児を
対象とした七夕会が行われ、地域の方の指導を受け
ながら、親子で楽しく七夕飾りを作りました。
　なお、この日は人権擁護委員による創作劇も行わ
れました。
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いびがわマラソン

大自然の中、あたたかいおもてなしの大会を、支える側で味わってみませんか？

一般ボランティア募集

■受付期間 / 平成30年

■募集要項

個人でも、2～5名程度のグループでもOK!
※15歳以上の方（中学生は参加不可）

いびがわマラソンは、地域や企業・学校などの方のボランティアに支えていただいています。
今年31回目を迎えられたのは、大勢のボランティアの皆さんが、いびがわの温かい
雰囲気、おもてなしの心をランナーの皆さんに伝えてくださったおかげです。
そんな中、以前から一般の方もボランティアで参加したいという温かい声をいただいて
おり、前大会（第30回）より一般ボランティアの皆さんを募集しております。大勢の皆さん
で支えることで、よりよい大会を創り上げたいと思います。
田舎の大会で、アクセスも決してよくはありませんが、大自然の中で温かいおもてなしの大会
を、支える側で味わってみませんか？

お問い合せ いびがわマラソン実行委員会事務局

募集期間／8月1日（水）～8月31日（金）
募集定員／250名
申込区分／①個人　②グループ：2～5名で同じ活動を
希望される方　※グループの場合も、全員の方にボラ
ンティア説明会に参加していただきます。
申込条件／15歳以上の方（中学生は参加不可）
※未成年者の方は、保護者の同意を得てお申込みくだ
さい。活動日に指定の場所、時間で活動が可能である
こと。主催者が指定する日に、本人が説明会に参加でき
ること。その他、主催者が定めるボランティア参加の
注意事項を遵守し、活動できること。
募集区分／下記のとおり

お申込み／いびがわマラソン事務局まで、電話もしくは
E-mailでお申込みください。
支給物品／昼食（弁当とお茶）・ボランティア活動証明書
※いびがわマラソンでは、ウェアは再利用するため貸与
とし、ボランティア活動終了後に返却していただきます。
※交通費・その他報酬の支給はございません。
注意事項／①活動中の早退、途中からの参加はできま
せん。休憩は適宜、交代でとっていただく予定です。　
②活動日に荷物を預かる場所はありません。貴重品を
含め、荷物は各自で管理し、盗難や紛失に関しては、主
催者は一切の責任を負いません。　③当日は、主催者
が指定するウェアを着用します。動きやすい服装で活
動場所に集合してください。また、寒暖・雨天対策は各
自で行ってください。　④活動場所A～D（メイン会場、
ゴール）付近には、駐車場のご用意はありません。当日
の交通手段、経路の確認は各自で行ってください。
保　　険／事故やケガがあった場合は、保険の適応範
囲内で対応します。ただし、主催者の指示に遵守しな
かった場合や不適切と判断された場合には、適用する
ことができません。
個人情報の取り扱いについて／ボランティア活動中の
映像・写真・記事・記録等の、テレビ・新聞・雑誌・イン
ターネット等への掲載権、肖像権は、主催者に属します。

日にち 内　容 時 間 / 場 所 募集
人数

区
分

A

B

C

D

E

F

G

11/11
（日）

参加賞渡し

荷物預かり

完走証（速報）交付

完走記念品渡し

給　水

駐車場

30名

30名

30名

100名

20名

20名

20名

７：００～１５：００
メイン会場
８：００～１６：００
メイン会場
１１：００～１６：００
ゴール会場
１１：００～１６：００
ゴール会場
９：００～１３：００

久瀬振興事務所前
９：００～１６：００
井ノ口橋付近
５：４５～１０：００
各駐車場

（市場グラウンド ほか）

10月中旬
②説明会のご案内

①募集

※いずれか指定のあった日に
　ご参加ください

10月30日（火）
 ～11月2日（金）予定

③ボランティア説明会

大会当日 11月11日（日）
④ボランティア活動日

8月1日（水）
　 ～8月31日（金）

町内・町外は問いません。
皆さんの周りでボランティアに参加したい方がみえましたら、
是非一緒にご応募ください。

ボランティア参加３回で、いびがわマラソンに優先エントリーできます。（１回）

特集

8月1日（水）～8月31日（金）

特 典

全国から集まるランナー
「

」

いびがわマラソン情報
今月の
特集
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揖
斐
祭
り
や
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
、
華

厳
寺
な
ど
で
、
外
国
人
を
見
る
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
、
下
表
の
よ
う
に
急
増
し
て
お
り
、
観

光
庁
は
２
年
後
に
は
、
４
千
万
人
を
目
標

値
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会

社
）
の
登
場
の
ほ
か
、
観
光
庁
が「
観
光

が
日
本
の
力
強
い
経
済
力
を
取
り
戻
す
た

め
の
極
め
て
重
要
な
成
長
分
野
」
と
し
て

様
々
な
政
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
今
年
６
月
に
は
、「
住
宅

宿
泊
事
業
法（
通
称
：
民
泊
新
法
）」
が
施

行
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
さ
ら
な
る
政
策

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
は
、
日
本
の
主
要
観
光

地
の
ほ
か
に「
あ
り
の
ま
ま
の
日
本
の
原

風
景
や
暮
ら
し
」
を
求
め
る
方
も
増
え
て

き
て
お
り
、
日
本
人
が
魅
力
に
気
が
付
か

な
い
よ
う
な
全
国
各
地
の
田
舎
で
外
国
人

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
に
は
、
こ
の「
あ
り
の
ま
ま

の
日
本
の
原
風
景
や
暮
ら
し
」
が
残
っ
て

い
ま
す
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入

れ
、地
域
と
し
て「
稼
げ
る
」
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
戦
略
を
推

進
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し

た
。

海
外
戦
略
推
進
勉
強
会
を
開
催

６
月
18
日（
月
）
役
場
に
て
、（
一
社
）
飛
騨・

高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
長
の
堀
泰

則
氏
を
お
招
き
し
、『
外
国
人
観
光
客
が
安
心

し
て
一
人
歩
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜
国
際

観
光
都
市 
飛
騨
高
山
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉

強
会
を
開
催
し
、
議
員
、
観
光
協
会
、
商
工

会
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

堀
協
会
長
は
、「
高
山
市
や
飛
騨
市
は
、
行

政
、
民
間
と
も
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ

に
取
り
組
ん
で
、
交
通
の
便
は
決
し
て
よ
く

な
い
も
の
の
、
今
で
は
日
本
を
代
表
す
る
外

国
人
の
訪
問
地
と

な
っ
た
。
揖
斐
川

町
に
も
、
外
国
人

に
と
っ
て
の
魅
力

と
な
り
う
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る

も
の
が
多
く
残
っ

て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
、
行
政
の

枠
を
超
え
て
広
域

的
に
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

揖斐川町では、外国人観光客の誘客促進を図るため、当該外国人観光客の受入態勢の整備などのインバウンド推進に取り
組もうとする店舗や宿泊施設など、受入環境整備を実施する町内の観光関連事業者などに対して、整備に要する経費の一部を
補助します！

★支援メニュー★★支援メニュー★
① Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業

宿泊施設などが行うWi-Fi機器購入や設置に係る経費の４分の１以内の額を補助します。（限度額１０万円）
② 多言語化整備事業

宿泊施設などが行う外国語HP開設、外国語案内表示、施設パンフレット翻訳などに係る経費の４分の１以内の額を
補助します。（限度額１０万円）

③ トイレ洋式化事業
宿泊施設、飲食店などが行うトイレ洋式化に係る経費の４分の１以内の額を補助します。（限度額１０万円）

④ 決済端末導入準備事業
町内観光関連事業者が行う電子決済端末などの機器の購入や設置に係る経費の４分の１以内の額を補助します。
（限度額２.５万円）

⑤ 地域連携関連施設新築等事業
町内において地域振興、インバウンド施策に資する建物などの新築または改修などを行う場合の事業費
に係る経費の２分の１以内の額を補助します。（新築分：限度額１００万円、改修分：限度額５０万円）

※なお、これら補助に関しての詳細は、役場商工観光課 ℡22‐2111（内線330、331）にお尋ねください。

岐阜県でも同様の補助制度があり、同時に活用ができ補助金を受けることができます！！岐阜県でも同様の補助制度があり、同時に活用ができ補助金を受けることができます！！
◎岐阜県の補助制度として、①Wi-Fi環境整備事業（限度額20万円）、②多言語化整備事業（限度額20万円）、③トイレ
洋式化事業（限度額20万円）、④決済端末導入準備事業（限度額5万円）となっています。
なお、詳細はウェブサイト「http://pref.gifu.lg.jp/sangyo/kanko/honichi/11335/bosyuu.html」をご覧ください。

受入環境整備支援

揖斐川町海外戦略推進情報
今月の
特集

揖
斐
川
町
に
外
国
人
観
光
客
を
！

〜
揖
斐
川
町
海
外
戦
略
推
進

▲議員、観光協会、商工会など
約100人が参加しました

▲「揖斐川町にも多くの
チャンスがあります」
と話される堀会長

外国人観光客受け入れ環境整備事業費に関する補助を実施！外国人観光客受け入れ環境整備事業費に関する補助を実施！
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　水切りをした生ごみを、可燃ごみとして出していませんか？生ごみは資源として循環
させることができます。今月は、生ごみを堆肥化し、家庭で処理する方法を紹介します。

①電化式：生ごみ処理機（補助対象）①電化式：生ごみ処理機（補助対象）
調理くずや食品ロスにより発生する生ごみは、生ごみ処理機で堆肥化することができ
ます。処理速度が速く、臭いが少ない、環境負荷が少ない、良質堆肥ができるなど衛
生面で優れています。

②生物式：コンポスト容器②生物式：コンポスト容器
コンポストとは堆肥の意味。
コンポストは、主に４種類あります。
①土中式コンポスト　プラスチック製の円柱容器を畑に埋め込む（補助対象）
②密閉式コンポスト　プラスチック製の密閉式容器　ぼかしを使用（補助対象）
③ダンボール式コンポスト　ダンボールを使用（補助対象外 )
④ミミズ式コンポスト　ダンボール＋ミミズを使用（補助対象外 )

コンポストの利点
　１．安価で手軽維持費なし　２．Co2 削減・地球温暖化防止に効果
コンポストの注意点
　１．堆肥化まで、ある程度時間が必要　２．場所が必要　３．手間が必要　
コンポスト成功のポイント
　１．かき混ぜて空気を入れる
　２．生ごみのみを入れ続けない (もみ殻や乾燥した落ち葉や、土を入れる )
　３．コンポスト容器が複数あること

※揖斐川町では、生ごみの堆肥化を始める方のために、生ごみ処理機・コンポスト購入
補助事業を行っています。この機会に、是非ご活用ください。

【お問い合せ】揖斐川町役場生活環境課　℡22-2111

はじめませんか ～生ごみを生分解して堆肥に～はじめませんか ～生ごみを生分解して堆肥に～

生ごみの堆肥化について

生ごみ

お花や野菜など たい肥

＋

チャレンジ「家庭可燃ごみ 10％減量化作戦」その２
今月の
特集



5 Public Information IBIGAWA  2018 8

６
月
15
日（
金
）、
小
島
公
民
館
で
、
小
島

小
学
校
区
高
齢
者
交
通
安
全
大
学
校
の
開
校

式
が
開
催
さ
れ
、
小
島
地
区
在
住
の
高
齢
者

約
１
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
校
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
年
間
を
通
じ
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
の
講

習
を
実
施
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
年
揖
斐
署
管
内
の
地
区
で
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

開
校
式
で
は
、
揖
斐
警
察
署
の
大お
お

前ま
え

署
長

や
富
田
町
長
か
ら「
大
学
校
に
お
い
て
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
揖
斐
警
察
署
の
角す
み

交
通
課
長
の
交
通
安
全
講
話
や
元
県
警
警
察

官
の
旭き
ょ
く

日じ
つ

斎さ
い

勝し
ょ
う

楽ら
く

さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

６
月
15
日（
金
）、
核
兵
器
の
無
い
平
和
な

世
界
を
目
指
し
て
行
進
す
る「
国
民
平
和
大

行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
東
京
や
沖
縄
か
ら
平
和

へ
の
思
い
を
訴
え
な
が
ら
、
広
島
や
長
崎
を

目
指
す
も
の
で
、
揖
斐
川
町
で
も
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
揖
斐
郡
３
町
と
神
戸
町
で
行
わ

れ
、
揖
斐
川
町
で
は
、
真
教
寺（
三
輪
）
か

ら
役
場
ま
で
の
間
を
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

伊
左
治
副
町
長
は
、「
今
後
も
核
兵
器
と

戦
争
を
無
く
し
、
恒
久
平
和
が
達
成
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
、
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
ペ
ナ

ン
ト
を
平
和
大
行
進
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま

し
た
。

６
月
17
日（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
63
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
揖
斐
郡
内
の
消
防
団

か
ら
小
型
ポ
ン
プ
の
部
11
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
の
部
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
消
防
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

第
５
班

（
大
深
分
団
）

　

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

第
４
班

（
坂
下
分
団
）

　

三　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

第
７
班

（
揖
斐
分
団
）

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

大
野
町
消
防
団　
　

第
２
班

　

準
優
勝　

揖
斐
川
町
消
防
団　

第
３
班

（
名
礼
分
団
）

　

三　

位　

揖
斐
川
町
消
防
団　

第
２
班

（
北
方
分
団
） 

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
揖

斐
川
町
消
防
団
第
５
班（
大
深
分
団
）
の
皆

さ
ん
は
、
８
月
５

日（
日
）、
郡
上
市

で
開
催
さ
れ
る

第
67
回
岐
阜
県

消
防
操
法
大
会

に
揖
斐
郡
代
表

と
し
て
出
場
し

ま
す
。

６
月
21
日（
木
）、
町
内
の
水
道
業
者
15
社

で
組
織
さ
れ
て
い
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合

が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
消
火
栓
の
塗
装
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
水
道
組
合
か
ら
15
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
久
瀬
地
域
の
西
津
汲
、

日
坂
、
小
津
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

栓
を
丁
寧
に
塗
装
し
、
色
あ
せ
た
消
火
栓
が

鮮
や
か
な
赤
色
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
水
道
組
合
で
は
、
毎
年
、

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
配
水
池
の
除
草
作

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
和
大
行
進
で
核
の
廃
絶
を

訴
え
る

揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会

水
道
組
合
が
町
内
の
消
火
栓

塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
島
小
学
校
区
高
齢
者

交
通
安
全
大
学
校
開
校
式

▲消火栓の塗装をする水道組合のボランティア

▲小型ポンプの部で優勝した大深分団

▲核兵器廃絶を願い行進

▲揖斐警察署交通課長による交通安全講話
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揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」
を
活
用
し
た「
い
び

が
わ
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
対

象
は
、
町
内
小
中
学
校
の
野
外

学
習
活
動
で
す
。　

６
月
６
日（
水
）
～
７
日（
木
）
に
、
谷
汲

中
学
校
の
１
年
生
21
人
が
、
ふ
じ
は
し
星
の

家
に
宿
泊
し
研
修
し
ま
し
た
。

徳
山
ダ
ム
の
見
学
や
Ｅ
ボ
ー
ト
体
験
、
丸

太
切
り
や
木
材
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
飯
ご
う
炊
さ
ん
・
カ
レ
ー
作
り
を
し

た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り

し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
私
た

ち
の
生
活
に
森
や
川
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
り
、
自
然
の
恵
み
と
仲
間
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

６
月
24
日（
日
）、
谷
汲
総
合
運
動
場
お
よ

び
谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、「
平
成
30

年
度
災
害
か
ら
命
を
守
る
揖
斐
川
町
谷
汲
地

区
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
近
年
全
国
各
地
で
多
発
し

て
い
る
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
て

お
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
に
は
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
消
防

団
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
揖
斐
建
設
業
協

会
な
ど
が
参
加
し
、
情
報
伝
達
や
支
援
体
制

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
終
了
後
に
は
、
揖
斐
土
木
事

務
所
長
に
よ
る
防
災
講
演
会
が
行
わ
れ
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
23
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
・

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

第
65
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

空
手
道
競
技

第
65
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

卓
球
競
技

全
農
杯
平
成
30
年
度
全
日
本
選
手
権

　
バ
ン
ビ
の
部　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス（
卓
球
）

平
成
30
年
度
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　
カ
ブ
の
部　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
国
際
大
会

全
日
本
空
手
道
選
手
権
２
０
１
８

土
砂
災
害
防
災
訓
練

豊
か
な
自
然
の
中
で
学
ぶ

～
い
び
が
わ
キ
ッ
ズ
探
検
隊
～

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者　

激
励
会

北和中学校１年
富
とみ
田
だ
　藍
あい
海
み
さん（房島）

大和小学校２年
若
わか
原
はら
　蒼
そう
真
ま
さん（上南方）

大和小学校４年
若
わか
原
はら
　悠
ゆう
真
ま
さん（上南方）

大和小学校１年
小
こ
森
もり
　柊
とう
獅
し
さん（上南方）

大和小学校４年
小
こ
森
もり
　　光

らいと
さん（上南方）

揖斐高等学校３年
西
にし
谷
たに
　茜
あか
音
ね
さん（福島）

清凌高等学校３年
寺
てら
井
い
　奏
かな
太
た
さん（北方）

▲丸太切りに挑戦する子どもたち

▲揖斐郡消防組合による車両救出訓練
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

図書館フェスティバル 開催！

１階多目的室
９時 40分　子どもスタンプラリー表彰式
※終了後、パフォーマンスショー開催

２階第５会議室
10 時 30分　成人読書講演会
テーマ　「揖斐の歴史と三輪神社」
講　師　三輪神社禰宜　宗宮 和史 氏

１階ロビー
★　サークル活動展示

２階第１～４会議室
10 時 50分	 ★　おはなし会
	 ★　切ってあそぼう
	 ★　しおりをつくろう
	 ★　本のリサイクル市

日時　９月１日（土）　9時40分～12時　　　 会場　地域交流センター  はなもも

☆
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
☆

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
谷
汲
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
紙
で
作
る
昆
虫
・
動
物
展
」

　

一
枚
の
紙
を
切
っ
た
り
折
っ
た
り
し
て
で

き
た
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
動
物
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

■
期
間　

８
月
１
日（
水
）～
８
月
31
日（
金
）

■
場
所　

谷
汲
図
書
館

■
出
展　

紙
工
芸
作
家　

宮
西　

徹
さ
ん

■
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

お
は
な
し
会

谷
汲
図
書
館

　

わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　
　

８
月
18
日
（
土
）
10
時
30
分
～

お
は
な
し
会
終
了
後
、
水
鉄
砲
遊
び
を

し
ま
す
。

※�

揖
斐
川
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
今
月

は
お
休
み
で
す
。

ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
本
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
で
は
、「
本
と
人
を
繋
ぐ
」
た
め
に
、

毎
年
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
リ
サ
イ
ク
ル

市
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
十
分
楽
し
ん
だ

絵
本
や
本
棚
に
眠
っ
て
い
る
実
用
書
や
写
真

集
が
あ
れ
ば
、
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
市
で
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

８
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

14
日（
火
）

揖
斐
川
図
書
館
の
開
館
時
刻
の
延
長

■
期
間　

８
月
31
日（
金
）
ま
で

※
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
。

■
時
間　

19
時
30
分
閉
館

夏
休
み
特
別
展
示

『
読
書
感
想
文　
課
題
図
書
展
示
』

■
期
間　

７
月
５
日（
木
）～
８
月
31
日（
金
）

■
場
所　

玄
関
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー

※�

課
題
図
書
は
、
貸
出
が
集
中
す
る
た
め
、

１
人
１
冊
、
１
週
間
以
内
で
貸
出
し
て
お

り
ま
す
。
町
内
の
３
館
ど
こ
か
ら
も
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

・
ル
ラ
ル
さ
ん
の
だ
い
く
し
ご
と

�

い
と
う
ひ
ろ
し

・
き
み
、
な
に
が
す
き
？

�

は
せ
が
わ
さ
と
み

・
な
ず
ず
こ
の
っ
ぺ
？

�

カ
ー
ソ
ン
・
エ
リ
ス

・
が
っ
こ
う
だ
っ
て
ど
き
ど
き
し
て
る�　
　

�

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

・
レ
イ
ナ
が
島
に
や
っ
て
き
た
！

�

長
崎　

夏
海

・
森
の
お
く
か
ら�

レ
ベ
ッ
カ
・
ボ
ン
ド

・
最
後
の
オ
オ
カ
ミ

�

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ

・
す
ご
い
ね
！
み
ん
な
の
通
学
路

�

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
マ
カ
ー
ニ
ー

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

・
奮
闘
す
る
た
す
く�

ま
は
ら
三
桃

・
こ
ん
ぴ
ら
狗�

今
井　

恭
子

・
ぼ
く
と
ベ
ル
さ
ん�

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
イ

・
ク
ニ
マ
ス
は
生
き
て
い
た
！

�

池
田
ま
き
子

【
中
学
校
の
部
】

・
一
〇
五
度�

佐
藤
ま
ど
か

・
太
陽
と
月
の
大
地　

�

コ
ン
チ
ャ
・
ロ
ペ
ス
＝
ナ
ル
バ
エ
ス

・
千
年
の
田
ん
ぼ�

石
井
里
津
子

【
高
等
学
校
の
部
】

・
わ
た
し
が
い
ど
ん
だ
戦
い
１
９
３
９
年

キ
ン
バ
リ
ー
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー

・
車
い
す
犬
ラ
ッ
キ
ー�

小
林　

照
幸

・
い
の
ち
は
贈
り
も
の

�

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
ク
リ
ス
ト
フ

『
お
手
伝
い
し
ま
す
！
自
由
研
究
』

■
期
間　
７
月
12
日（
木
）～
８
月
31
日（
金
）

■
場
所　

揖
斐
川
・
谷
汲
図
書
館

※�

児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
夏
休
み
の
自
由
研

究
に
役
立
つ
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
迷
っ
た
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

ど
う
ぞ
。
一
緒
に
図
書
を
探
し
ま
す
。

 

谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

《
一
般
書
》

・
「
こ
こ
ろ
」
を
健
康
に
す
る
本

�

大
野　
　

裕

・
辛
く
な
ら
な
い
子
育
て
の
コ
ツ

�

坂
東
眞
理
子

・
お
む
す
び
の
に
ぎ
り
か
た

�

宮
本
し
ば
に

・
コ
ン
テ
ナ
で
育
て
る
ハ
ー
ブ
と
野
菜

　

�

深
町　

貴
子

・
ゆ
る
健
康
大
全�

石
原　

新
菜

・
火
の
環�

村
田
喜
代
子

・
き
ん
じ
ょ�

い
し
い
し
ん
じ

・
う
か
れ
女
島�

花
房　

観
音
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公
民
館
活
動

☆
大
和
公
民
館

《
大
和
地
区
青
少
年
育
成
区
民
会
議

お
よ
び
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日　
　

時　

８
月
25
日（
土
）7
時
30
分
～

◆
集
合
場
所　

大
和
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
北
方
公
民
館

《
盆
踊
り
大
会
》

◆
日　
　

時　

８
月
15
日（
水
）19
時
～
21
時

◆
集
合
場
所　

北
方
神
社

《
家
庭
教
育
学
級
》

◆
日　
　

時　

８
月
25
日（
土
）　

9
時
集
合

◆
集
合
場
所　

水
と
森
の
学
習
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
大
会
》

◆
日　
　

時　

８
月
11
日（
土
・
祝
）

18
時
～
20
時
30
分

◆
集
合
場
所　

清
水
公
民
館
駐
車
場

　

雨
天　

８
月
12
日（
日
）に
順
延

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
谷
汲
公
民
館

《
ス
ポ
レ
ク
祭
》

◆
日　
　

時　

８
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
集
合
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
藤
橋
公
民
館

《
盆
踊
り
・
バ
ザ
ー
》

◆
日　
　

時　

８
月
14
日（
火
）17
時
～
21
時

◆
会　
　

場　

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

　
　
　
　
　
　

雨
天
時　

藤
橋
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
区
民
卓
球
大
会
》

◆
日　
　

時　

８
月
５
日（
日
）９
時
～
12
時

　
　

エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り　

９
時
20
分

◆
会　
　

場　

坂
内
小
中
学
校
体
育
館

◆
内　
　

容　

卓
球（
特
別
ル
ー
ル
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

初
心
者
も
参
加
可

《
坂
内
納
涼
盆
踊
り
大
会
》

◆
日　
　

時　

８
月
13
日（
月
）　

19
時
～

◆
会　
　

場　

坂
内
小
中
学
校
運
動
場

◆
内　
　

容　

盆
踊
り
・
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

　
　
　
　
　
　

※
打
ち
上
げ
花
火
あ
り

当
館
で
は
８
月
19
日（
日
）
ま
で
、
企
画

展「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
、
戦
時
下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
日
用
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◆
会
場　

第
二
展
示
室

揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

次
の
と
お
り「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」
を
募
集

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
募
集
テ
ー
マ　

あ
っ
た
か
い
言
葉

■
募
集
資
格　

�

揖
斐
川
町
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
人

■
募
集
期
間　

7
月
11
日
～
9
月
７
日

■
応
募
用
紙

　

揖
斐
川
町
役
場（
社
会
教
育
文
化
課
）、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、
各
振
興

事
務
所
、
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

■
応

募

先

　

揖
斐
川
町
役
場（
社
会
教
育
文
化
課
）、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、
各
振
興

事
務
所
、
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
学
校
の
先
生

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
発
表　

　

青
少
年
育
成
町
民
大
会
、
い
び
が
わ
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
広
報
い
び
が
わ
で
紹
介
予
定
。

■
お
問
い
合
せ

　

社
会
教
育
文
化
課　

℡
２
２

－

２
１
１
１

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
揖
斐
川
町
成
人
式
を
揖
斐
川
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
10
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

人（
実
行
委
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

社
会
教
育
文
化
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

平
成
30
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」・「
ラ
ク
ラ

ク
健
康
づ
く
り
教
室
」
の
申
込
受
付
を
行
い

ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」作
品
募
集

平
成
31
年
揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

金属特別回収時の梵鐘供出

国
民
服

企
画
展

「�

戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」好
評
開
催
中

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

教室名 曜日・日時 対象・定員 参加費

レディースフィットネス 毎週金曜日
10:00 ～ 11:30

20歳以上60歳未満の
女性　20人 4,000円

ラクラク健康づくり 毎週木曜日
13:30 ～ 15:00

60歳以上の
男女　25人

4,000円
65歳以上　3,000円

■申込期間　８月３日（金）～８月10日（金）　９時～ 17時
■申込場所　揖斐川健康広場
■開催日程　９・10・11月（全10回）
■募集定員　定員になり次第締切ります。※新規優先受付
■参 加 費　上記記載の参加費
　　　　　　（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください）
■そ の 他　一人一教室限りの申込みとなります。※申込時年齢厳守
※詳しくは健康広場までお問い合せください。
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谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、
木
管
楽
器

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
秋
の

音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
入
場
は
無

料
で
す
）。

◆
期　

日　

９
月
９
日（
日
）

◆
時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
00
分

◆
場　

所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
出
演
者　
「
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　

Ｄ
ｅ
ｓ
ｓ
ｙ
ｓ（
デ
シ
ー
ズ
）」

学
習
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た

～
中
高
連
携
行
事
ス
タ
ー
ト
～

６
月
22
日
、
25
日
、
26
日
に
中
学
校
を
会

場
に
、
町
内
す
べ
て
の
中
学
３
年
生
を
対
象

に
し
た
学
習
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
導
者
は
、
揖
斐
高
校
の
先
生
方
で
す
。

面
談
は「
失
礼
し
ま
す
。」
と
い
う
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
生
徒
は
家
庭
で
の
学
習
ノ
ー
ト
や

「
揖
斐
ベ
ー
シ
ッ
ク（
学
習
プ
リ
ン
ト
）」
を

見
せ
な
が
ら
、取
組
の
状
況
を
説
明
し
ま
す
。

指
導
者
か
ら
、
課
題
や
今
後
の
見
通
し
な
ど

を
問
わ
れ
ま
す
。
ま
る
で
面
接
試
験
の
よ
う

で
す
。
最
後
に
、
生
徒
は
、
取
組
の
よ
さ
を

ほ
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
今
後
の
進
路
や
進

学
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
り
、
面
接

に
お
け
る
礼
法
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
町

で
は
、
揖
斐
高
校
と

連
携
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。

▲谷汲中学校での学習面談の様子

本
年
度
の「
児
童
・
生
徒
の
文
化
事
業
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

揖
斐
郡
内
の
児
童
生
徒
の
作
品
を
展
示
し

て
公
開
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
家
族
で
見
学

し
て
く
だ
さ
い
。

揖
斐
郡「
児
童・生
徒
の

文
化
事
業
」の
ご
案
内

①
第
62
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

第
６
回
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展

⃝
�

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
自
主
的
・
計
画

的
な
探
究
を
長
期
に
わ
た
っ
て
推
し
進

め
、
作
品
と
し
て
ま
と
め
る
活
動
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

作
品
を
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
や
生
活
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

理
科
・
社
会
科
教
育
お
よ
び
そ
の
基
礎
と

な
る
生
活
科
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

開
催
期
日　
９
月
８
日（
土
）～
９
日（
日
）

展
示
時
間　
９
時
～
17
時

展
示
会
場　
池
田
町
中
央
公
民
館　

展
示
部
門

　
児
童
生
徒
科
学
作
品
展
の
部

　
　
・研
究
の
部

　
　
・採
集
の
部

　
　
・科
学
工
作
の
部

　

�

社
会
科
課
題
追
究
学
習

作
品
展
の
部

　
　
・�特
に
部
門
は
設
け
ま
せ
ん
。

②
第
31
回
揖
斐
郡
図
工・美
術
作
品
展

⃝
�

郡
内
児
童
生
徒
の
図
工
・
美
術
作
品
の
交

流
を
通
し
て
、図
工
・
美
術
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
郡
内
美
術
教
育
の
発
展
と

向
上
を
図
り
ま
す
。

開
催
期
日　
平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）～

22
日（
火
）

　
　
　
　
　
（
１
月
21
日
は
休
館
日
で
す
。）

展
示
時
間　
９
時
～
17
時　

　
　
　
　
　
最
終
日
22
日（
火
）９
時
～
12
時

展
示
会
場　
池
田
町
中
央
公
民
館

※�

揖
斐
郡「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」も
併
設
し
て

展
示
し
て
い
ま
す
。

③
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

⃝
�

学
校
図
書
館
に
お
け
る
読
書
指
導
の
充
実

と
振
興
を
図
り
ま
す
。

⃝
�

郡
内
児
童
生
徒
の
健
全
か
つ
豊
か
な
心
の

育
成
と
読
書
能
力
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

郡
審
査　
９
月
10
日（
月
）

審
査
部
門　

�「
自
由
図
書
の
部
」・「
課
題
図
書

の
部
」

　
　
（
字
数　
小
学
低　
　
８
０
０
字　

　
　
　
　
　

小
学
中・高　
１
２
０
０
字
以
内

　
　
　
　
　

中
学
校　
　
２
０
０
０
字
以
内
）

優
秀
作
品
集
の
展
示

　

各
町
内
の
図
書
館

（
揖
斐
３
大
野
１
池
田

１
）に
て
展
示
予
定

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

有

料

広

告

欄
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揖
斐
川

　
　
　

８
月
の
予
定

６
日（
月
）	　

ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
Ｂ
開
始

７
日（
火
）	

♪
坂
内　

川
あ
そ
び

	

　
【
坂
内
大
谷
川
で
親
子
で
遊
び
ま
す
】

９
日（
木
）	　

発
育
測
定　

10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

10
日（
金
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
パ
パ
の
お
話
の
会
）

	

　
【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ 

他
】

	

♥
８
月
生
ま
れ
の
誕
生
日
会

18
日（
土
）	　

第
３
土
曜
日
セ
ン
タ
ー
開
館
日

	

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

21
日（
火
）	

♪
音
楽
の
ひ
ろ
ば
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

	

　
【
マ
マ
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
】

23
日（
木
）	

♪
料
理
教
室

	

　
【
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施　

託
児
有
】

31
日（
金
）	

♥
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　
【
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
当
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターで水遊び、プール遊びを楽しみましょう。　℡２２－１１３６  

♥子育て運動会に参加しませんか！♥
　子育て中のママパパ！親子で体を動かして、みんなで一緒に楽しい時間を過ごしませんか。子ども
たちの可愛い姿に思わず笑顔になります。地域の方も参加してくださいます。
　日 　 時　10月2日（火）　10時～12時　※9時から9時45分　受付
　場　  所　揖斐川健康ひろば・アリーナ　
　募集人数　子ども50人
　参 加 費　子ども一人　300円（町外350円）
　申 込 先　揖斐川子育て支援センター
　申 込 日　8月1日（水）から（町内在住者優先）
　　　　　　8月8日（水）から（町外在住者）
　　　　　　＊定員になり次第締め切ります。※電話での受け付けはできません。

～★子育て支援センターで野菜の収穫をしましょう★～

じゃがいもの収穫

玉ねぎの収穫

地域のボランティアさんのお蔭で、５月・６月と玉
ねぎやじゃがいもの収穫を親子で楽しみました。セ
ンターの野菜はボランティアさんの「子ども達に美
味しい野菜を食べて欲しい」という思いを込めて栽
培された野菜なので特別美味しいです。

（保護者さんからの言葉）
普段の料理では食べなくても、自分が収
穫した野菜だと、「おいしいね！」「ぼく
がとった玉ねぎやよ」と自慢気に話なが
ら食べてくれました。畑で収穫すること
で野菜のでき方を知りました。
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出
前
保
育

●
「
う
わ
ぁ
～　

髪
の
毛
み
た
い
」

～
く
ぜ
幼
児
園
～

　

く
ぜ
幼
児
園
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な

野
菜
を
栽
培
し
て
食
育
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
苺
の
収
穫
で
は
、「
あ
っ
こ
れ
甘
い
ね
」
と

初
め
て
苺
を
口
に
で
き
る
子
も
い
ま
し
た
。
今

は
、
夏
野
菜
カ
レ
ー
と
お
に
ぎ
り
作
り
を
目
標

に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
等
を
育
て
、

バ
ケ
ツ
水
稲
で
お
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
土
の
入
っ
た
水
槽
で
育
て
る
と
根
の

伸
び
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
う
わ
ぁ
～

髪
の
毛
み
た
い
」
と
生
長
の
様
子
に
興
味
津
々

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
水
稲
の

芽
出
し
で
は
、「
ま
だ
出
て
こ
ん
ね
」
と
毎
日
毎

日
ど
ん
な
芽
が
出
る
の
か
を
楽
し
み
に
覗
き
込

ん
で
い
ま
し
た
。
土
作
り
で
は
、
泥
ん
こ
に
な
っ

て
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
大
切
に
芽
出
し
し
た
種

を
そ
っ
と
一
粒
ず
つ
蒔
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

菜
園
活
動
を
通
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
作
物

を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
を
実
感
し
、
収
穫
物
を

調
理
し
て
食
べ
る
と
い
っ
た
経
験
を
通
し
て
、

食
べ
物
は
、
自
然
の
恵
み
や
人
の
手
間
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

7 火 ★♪ 出前保育：坂内大谷川　川遊び

8 水
　　 出前保育：たにぐみ幼児園（夏の遊び※雨天時は室内で活動します）

　　 町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

22 水 　　 町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

29 水
★　 出前保育：久瀬公民館（夏の遊び※雨天時は室内で活動します）

★♪ 揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　ＴＥＬ　２２－６００８
◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込み・人数制限があります。
◇ 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

8月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～

１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

～
地
域
で
相
談
と

遊
び
の
場
を
設
置
～

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
　　　　 子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23 ー 1136
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

例えば靴を履こうとする場面。自分で履きた
いけど、履けない、でも履かせてもらうことに
拒否している時は、やろうとする気持ちを大切
に見守り、「やっぱり履けない」と感じた時に、
「今だけ履かせてもいいかな」と確認してから
手を出すようにしましょう。
子どもは、自分を信じ見守ってくれる大人の
存在を感じることで「いまはできないけど、ま
た、やってみよう」と次に向かうことができま
す。

「いつかは、できるはず」
という有能感

「いや！」「じぶんで！」と反発
する、第一反抗期の象徴的姿

足
湯
に
入
っ
て
、
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

【
５
月
30
日　

藤
橋
温
泉
】

園
児
と
一
緒
に
触
れ
合
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た

【
６
月
13
日　

養
基
保
育
園
】
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平成30年第２回揖斐川町議会定例会が、６月１日から８日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から承認案件３件、報告案件４件及び条例改正案などの５議案が提出され提案説明
が行われました。５議案のうち１議案を原案どおり可決し、残る４議案の審査は各常任委員会に付託
されました。
これを受け、４日には総務文教常任委員会、５日には民生建設常任委員会が開催され、それぞれ付
託された議案の審査が行われました。
２日目の７日には、５名の議員が一般質問を行いました。
最終日の８日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告された後、質疑・討論・採決が
行われました。また、この日町長から提出された工事請負契約の締結について審議され、すべての議
案が原案どおり可決されました。なお、３月定例会で総務文教常任委員会の継続審査となっていた請
願については、審査結果が委員長から報告された後、質疑・討論・採決が行われ、不採択とすべきも
のと決定されました。
本定例会に提出された案件の主な内容は次のとおりです。

承
認
案
件

○
揖
斐
川
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
案
件

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年
度
揖

斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年
度
一

般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春

日
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
30
年

度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
の

繰
越
明
許
費
の
報
告

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

揖
斐
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
揖
斐
広
域
連
合
が
実
施
す
る
た
め
、
揖

斐
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

補
正
額

　

３
億
８
８
８
万
５
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
３
０
億
８
８
８
８
万
５
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

２
億
６
９
７
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額　
　

６
億
５
６
０
５
万
円

そ
の
他
案
件

○
損
害
賠
償（
交
通
）
請
求
事
件
に
係
る
訴

訟
上
の
和
解

原
案
の
通
り
和
解
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

小
島
小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

７
２
９
０
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

末
永
電
気
株
式
会
社

第２回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ここが聞きたい
一般質問

議員５名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の
時
期
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
、
多
様
化
す
る

住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合
い
、
高
齢
者
の
方

の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
時
の
受
け
皿
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
予
約
制
の
デ
マ
ン

ド
型
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
い
つ
を
目
指
し

て
導
入
す
る
の
か
目
標
が
し
っ
か
り
し
な
い

ま
ま
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

最
近
、町
民
の
方
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
早
期
導
入

を
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
政
策
広
報
課
か
ら
揖
斐
川
町

バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両
の
基
本
配
置

と
し
て
は
、
揖
斐
川
エ
リ
ア
、
谷
汲
エ
リ
ア
、

春
日
エ
リ
ア
、
久
瀬
・
藤
橋
エ
リ
ア
、
坂
内
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一
方
で
高
齢
者
が
増
加
し
、
免
許
証
の
自
主

返
納
な
ど
に
よ
る
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る

方
の
移
動
手
段
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
運
行
中
の
路
線
定
期
型
運
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
時
間
の
確
実
性
は
あ

る
も
の
の
、
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
な
ど
、
利

用
が
不
便
と
い
う
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
も
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
性

の
あ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
効

率
的
な
運
行
に
よ
る
行
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
４
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
町
の
方
針
案
と
委

員
会
と
し
て
の
意
見
を
す
り
合
わ
せ
、
揖
斐

川
町
バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
の
骨
子
案
見
直

し
を
作
成
し
、
ご
承
認
を
得
た
の
で
、
現
在

こ
の
骨
子
案
に
基
づ
く
、
バ
ス
運
行
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
路

線
定
期
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

型
の
バ
ス
の
併
用
運
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
廃
止
も

含
め
た
路
線
や
運
行
時
間
の
見
直
し
を
行

い
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
配

置
や
バ
ス
停
、
運
行
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
、

先
進
地
の
状
況
や
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
色
々
な
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
開
始
時
期
や
具
体
的
事
項
な

ど
を
公
共
交
通
特
別
委
員
会
や
公
共
交
通
を

守
る
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い
な
が

ここが聞きたい
一般質問

議員５名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の
時
期
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
、
多
様
化
す
る

住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合
い
、
高
齢
者
の
方

の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
時
の
受
け
皿
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
予
約
制
の
デ
マ
ン

ド
型
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
公
共
交
通
特
別
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
い
つ
を
目
指
し

て
導
入
す
る
の
か
目
標
が
し
っ
か
り
し
な
い

ま
ま
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

最
近
、町
民
の
方
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
早
期
導
入

を
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
政
策
広
報
課
か
ら
揖
斐
川
町

バ
ス
運
行
再
構
築
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両
の
基
本
配
置

と
し
て
は
、
揖
斐
川
エ
リ
ア
、
谷
汲
エ
リ
ア
、

春
日
エ
リ
ア
、
久
瀬
・
藤
橋
エ
リ
ア
、
坂
内

エ
リ
ア
各
１
台
ず
つ
計
５
台
と
、
揖
斐
川
町

に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
１
台
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
実

施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
人
員
、
人

材
の
確
保
及
び
研
修
の
時
間
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
、
公
共
交
通
会

議
の
開
催
と
運
輸
局
の
許
可
に
要
す
る
時
間

な
ど
が
必
要
な
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
計
画
が
具
現
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
が
導
入
の
方
向

に
進
ん
で
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
導
入
は
エ
リ
ア
ご
と
に
導
入
し

て
い
く
の
か
、
全
エ
リ
ア
一
斉
に
導
入
し
て

い
く
の
か
、
そ
し
て
試
行
運
行
も
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
を
い
つ
頃
に
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
、
最
後
に
町
民
の
方
は
少

し
で
も
早
い
実
現
を
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
の
導
入
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

現
在
の
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
し
て
、
平
成
18
年
10
月
１

日
よ
り
地
帯
制
ワ
ン
コ
イ
ン
を
導
入
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
路
線
の
延
伸
や
運
行
経
路
の
変

更
、
房
島
線
・
清
水
循
環
線
の
新
設
、
揖
斐

厚
生
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
地
域
住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
以
降
、
利
用
者
の
減
少
が
続
く

請
願

○
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

4
月16

日　

首
相
官
邸
表
敬
訪
問
及
び
勉
強
会

20
日　

４
月 

月
例
会
（
第
２
回
）

20
日　

第
２
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

5
月14

日　

第
３
回
議
会
運
営
委
員
会

14
日　

５
月 

月
例
会
（
第
３
回
）

14
日　

第
３
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

6
月１

日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会
（
初
日
）

４
日　

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
日　

第
２
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

８
日　

第
２
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

８
日　

第
３
回
全
員
協
議
会

８
日　
第
４
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

18
日　

基
盤
整
備
特
別
委
員
会
勉
強
会

議
会
活
動
報
告



2018. 8  Public Information IBIGAWA 14

何
時
か
ら
何
時
ま
で
応
援
」
と
決
め
て
、
そ

れ
に
従
わ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
は
、
逆
に
良
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
、マ
ラ
ソ
ン
に
対
す
る
思
い
や
考
え
を
、

大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
当
日
を
登
校
日
に
し
て
学
校
単

位
で
応
援
と
い
う
形
で
何
年
か
経
過
し
、
い

ろ
い
ろ
良
い
面
が
あ
る
一
方
で
、
様
々
な
問

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で

一
度
、
現
在
の
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
応
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
は
こ
の
点
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
も
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
近
年
全
国
的
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

飽
和
状
態
で
、
定
員
に
満
た
な
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
31
回
目
を
迎
え
る
今
年
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
申
込
で
、
フ
ル
が
28
分
、
ハ
ー
フ

が
18
分
で
定
員
に
達
し
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の

変
わ
ら
ぬ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
町
あ
げ
て
の
温
か
い
応
援
や

お
も
て
な
し
の
心
が
、
ラ
ン
ナ
ー
に
通
じ
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
の
学
校
の
卒
業
式
で
も
、
卒
業
生
の
お

別
れ
の
言
葉
や
答
辞
に
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

づ
く
り
や
経
済
支
援
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に

向
け
た
農
地
の
柔
軟
な
利
用
促
進
。「
経
営

改
善
支
援
」
と
し
て
、
営
農
体
制
整
備
や
、

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
な
ど
で
す
。

　

詳
細
は
、
産
業
建
設
部
長
よ
り
答
弁
さ
せ

ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
経
営
改
善
支
援

の
施
策
に
係
る
補
助
制
度
な
ど
は
、
国
・
県
・

町
そ
れ
ぞ
れ
事
業
が
あ
り
、
担
い
手
の
状
況

や
交
付
要
件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
新
規
就
農

者
に
関
す
る
も
の
は
、
就
農
に
向
け
て
必
要

な
技
術
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の
支
援
や
、

45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農
す
る
認
定
新

規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を
す
る「
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
担
い
手
に
対
し
て
は
、
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
す
る「
経
営
体
育

成
支
援
事
業
」、
地
域
の
営
農
戦
略
の
実
現

に
必
要
な
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
や
、
集
出

荷
施
設
整
備
経
費
等
を
支
援
す
る「
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」、
農
畜
産
物
の
高
品
質

化
、
低
コ
ス
ト
化
及
び
流
通
の
効
率
化
・
合

理
化
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る「
強
い
農
業

づ
く
り
交
付
金
」、
そ
し
て
畜
産
業
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
支
援
す
る

「
強
い
畜
産
構
造
改
革
支
援
事
業
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
等
に
は
、
広
く
地

域
農
産
物
を
獣
害
か
ら
守
る「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
支
援
事
業
」
や
、
個
人
や
共
同
で
防

護
策
を
設
置
す
る
者
へ
の「
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
利
子
助
成
」、「
農
地
集
積
・

集
約
化
事
業
」
な
ど
、
担
い
手
の
育
成
・
支

援
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
農
業
共
済
組
合
の
事
業
で
す
が
、

全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
収
入
減
少
を
補

填
す
る「
収
入
保
険
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
で
、
青
色
申
告
者

が
対
象
と
な
る
よ
う
で
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

｢

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン｣

で
の
学
校
応
援
に

つ
い
て

　

現
在
の
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
学
習

指
導
要
領
に
も
あ
る
よ
う
に
、子
ど
も
の「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、「
自
分
で
考
え

る
力
、
判
断
す
る
力
」
を
尊
重
し
て
、
子
ど

も
の
自
主
性
、
主
体
性
を
養
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
そ
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
と
も
に
、
絶
好
の

「
学
び
の
場
」、「
学
習
の
場
」
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
、「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
」
の
応
援
に
関
し
て
言
え
ば
、
現
在
の
よ

う
な
学
校
単
位
の
一
律
の
応
援
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
、
自
発
的
な
判
断
に

任
せ
て
は
如
何
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
、
自
分
で
考
え
判
断
さ
せ
る
べ
き
格
好

の
機
会
を
、
学
校
が
一
律
に「
ど
こ
ど
こ
で

ら
、
必
要
な
時
期
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報

を
お
知
ら
せ
し
、
円
滑
な
移
行
と
実
施
に
向

け
た
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
公
共
交

通
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
議
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
引
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
井　
豊
司 

議
員

農
業
の
担
い
手
を
守
る
方
策
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
業
の
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
農
業
に
対
す
る
魅
力
が
薄
ら

い
で
き
て
、
天
候
に
よ
る
影
響
や
収
益
の
安

定
が
望
め
な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

解
消
す
る
た
め
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
に
対

す
る
補
助
金
や
制
度
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

岐
阜
県
内
の
農
業
生
産
の
現
場
で
は
、
農

業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

し
、担
い
手
不
足
が
問
題
化
し
て
い
ま
す
が
、

中
山
間
地
域
で
あ
る
当
町
で
は
、
そ
の
現
象

は
更
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
２
次
総
合
計
画
に
基
本
施

策
を
定
め
、
担
い
手
へ
の
具
体
的
施
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
は「
担
い
手
の
確
保
・

育
成
」
と
し
て
、
新
た
に
就
農
で
き
る
環
境
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平
成
31
年
に
は
、東
海
環
状
自
動
車
道（
仮

称
）
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
し
ま
す
。 

大
野
町
で
は
道
の
駅「
パ
レ
ッ

ト
ピ
ア
お
お
の
」が
間
も
な
く
開
業
予
定
で
、

更
に
工
業
団
地「
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
お
お
の｣

の
新
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
町
で

は
、
新
た
に
Ｊ
Ａ
に
よ
る
農
産
物
直
売
所
兼

飲
食
を
提
供
す
る
施
設
の
年
内
開
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
巣
市
で
は｢

イ
オ

ン
タ
ウ
ン
本
巣｣

が
完
成
し
、
道
の
駅｢

織

部
の
里
も
と
す｣

の
建
物
内
部
の
大
改
装
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
町
も
早
期
に

｢

受
け
皿｣

の
充
実
を
図
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
海
外
観
光
客
の
誘
致
に
関
し
て

は
、
日
本
政
府
観
光
局
の「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
活
用
し

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
当
町
へ
来
て
、｢

受
け

皿｣

の
魅
力
ア
ッ
プ
策
を
提
案
し
て
も
ら
う

こ
と
が
可
能
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
検
討
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
国
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
選
定
さ
れ
た
簗や

な

架
け
技
術
を

使
っ
た
ヤ
ナ
漁
の
更
な
る
振
興
策
も
観
光
の

目
玉
と
し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

揖
斐
川
町
に
は
、
名
刹
の
谷
汲
山
華
厳

寺
、
両
界
山
横
蔵
寺
や
日
本
一
の
貯
水
量
を

誇
る
徳
山
ダ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
道
の
駅
、
い

び
川
温
泉
藤
橋
の
湯
、
久
瀬
温
泉
、
か
す
が

　

ま
た
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
応
援
の
仕

方
を
工
夫
し
た
り
、
共
同
作
業
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
集
団
の
一
員
と
し
て
協
力
す
る
心

も
育
ち
ま
す
。

　

中
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
小
学
校
か
ら
の

経
験
を
基
盤
に
し
て
、
ラ
ン
ナ
ー
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
合
わ
せ
、
自
分
で
判
断
し
臨
機

応
変
に
対
応
を
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

生
徒
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
大
会
の
成
功

に
貢
献
す
る
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛

情
を
育
て
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
が
提
案
さ
れ
た
一
律
の
登
校
日
と
せ

ず
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
、
自
発
的
な

判
断
に
任
せ
た
場
合
、
特
に
小
学
生
は
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
や
子
ど
も
の
頑
張
り
の
見

届
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
場
合
、
保
護
者
の

自
家
用
車
を
駐
車
す
る
場
所
の
確
保
が
大
変

難
し
く
な
る
こ
と
や
家
庭
の
事
情
で
参
加
で

き
な
い
児
童
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
更
に
、
地
域
に
お
け
る
教
育
の
場
に

お
い
て
、
教
師
が
個
々
の
児
童
生
徒
の
頑
張

り
を
見
届
け
、
そ
の
場
で
認
め
、
励
ま
す
こ

と
が
難
し
く
、
十
分
な
教
育
効
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
力
の

育
成
、
安
全
面
、
大
会
の
円
滑
な
運
営
な

ど
、
多
面
的
、
多
角
的
に
考
え
、
大
会
当
日

を
登
校
日
と
し
、
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
自
主
性
、
主
体
性
は
、
義
務
教

育
後
の
姿
に
表
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
、
自
主
的
、
主
体

的
に
関
わ
る
高
校
生
や
大
学
生
、
大
人
が
更

に
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
指
導
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

観
光
産
業
の
振
興
に
は
’受
け
皿
‘
の
充
実

を
　

観
光
産
業
の
強
化
は
地
場
産
業
に
乏
し
い

当
町
に
と
っ
て
、
今
後
と
も
非
常
に
重
要
な

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
当
町
の
観
光

施
策
を
見
ま
す
と
、
今
の
と
こ
ろ
イ
ン
フ
ラ

面
や
ソ
フ
ト
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
肝

心
な
受
け
皿（
観
光
施
設
の
充
実
や
観
光
資

源
の
開
発
、
土
産
品
や
食
事
等
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

当
町
の
第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
イ
ン
フ

ラ
に
関
し
て「
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
」
を

挙
げ
、
現
在
は
県
境
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
観
光
拠
点

の
整
備
と
し
て
、
徳
山
ダ
ム
や
谷
汲
山
を
初

め
と
す
る
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
目

玉
事
業
に
乏
し
く
、
小
規
模
な
施
設
改
修
な

ど
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か

ら
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
）
を
狙
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
、
当
町
の
宣

伝
、
紹
介
な
ど
が
主
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ン
で
感
じ
た
喜
び
や
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
で
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

児
童
生
徒
に
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
貴
重

な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
き
る
力
と
は
、
知
、
徳
、
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た「
力
」
で
、「
知
」
と
は
、
基
礎
・

基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
、
自
ら
課
題
を
見

つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に

判
断
、
行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す

る
資
質
や
能
力
で
す
。「
徳
」
と
は
、
自
ら

を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
で

す
。「
体
」
と
は
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た

め
の
健
康
や
体
力
で
す
。

　

各
学
校
で
は
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
、

特
に
知
育
と
徳
育
の
場
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

知
育
の
場
と
し
て
は
、
児
童
が
自
分
で
考

え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
、
仲
間
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
横
断
幕
な
ど
の
応
援

グ
ッ
ズ
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
判
断
、

行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
、
資
質
や
能
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

徳
育
の
場
と
し
て
は
、
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援

す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
い

ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
と
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
、
大

会
終
了
後
に
届
く「
小
中
学
生
の
あ
た
た
か

い
応
援
は
力
に
な
り
ま
し
た
。
応
援
が
な
け

れ
ば
２
歩
し
か
進
め
な
い
と
こ
ろ
、
み
ん
な

の
応
援
で
３
歩
進
め
ま
し
た
。」
と
い
っ
た

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
御
礼
の
手
紙
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
心
の
結
び
つ
き
を
実
感
し
、
そ
の

心
は
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
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モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
な
ど
の
温
浴

施
設
、
各
地
域
の
農
産
物
直
売
所
な
ど
、
基

盤
と
な
る
観
光
拠
点
は
既
に
整
備
さ
れ
て
お

り
受
け
皿
は
整
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ら
拠
点
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
観
光
促
進
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
更
に
、
東
海
環
状
自
動
車
道（
仮

称
）
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
福

井
県
に
つ
な
が
る
冠
山
峠
道
路
が
完
成
す
る

と
、
北
陸
圏
と
中
部
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し

て
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
た
め
、

こ
れ
ら
拠
点
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
、

広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
よ
り
香
港
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
末
か
ら
、
訪
日
外
国
人
向
け
情

報
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
を
開
始
し
、
５
月
に
は

東
海
地
区
外
国
人
観
光
客
誘
致
促
進
協
議
会

岐
阜
県
部
会
に
入
会
し
、
県
と
連
携
し
て
海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
広
報
活
動
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

更
に
今
回
の
議
会
に
お
い
て
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
観
光

関
連
事
業
者
等
の
受
入
環
境
整
備
支
援
の
た

め
の
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
お
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヤ
ナ
に
つ
い
て
は
、「
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」

で
あ
る
と
、
国
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た「
簗や

な

掛
け
技
術
」
が
あ
り
、
伝
統
的
な
技
術
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
数
箇
所
ヤ
ナ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
伝
統
技
術
と
併
せ
て　

ヤ
ナ
を
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
更
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
外
国
人
向
け
情
報
サ

イ
ト
を
使
っ
て
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
外

国
人
観
光
客
の
増
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場
の
確
保
に
つ

い
て

　

岐
阜
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
平
成
23
年
２
月

か
ら
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
王

国
岐
阜
で
は
、
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
は
全

国
屈
指
の
数
を
誇
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
山

間
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
急
病
人
発
生

時
に
は
病
院
ま
で
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
こ
の
様
な
事
例
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
活

躍
し
、
救
命
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
岐
阜
大
学

病
院
を
離
陸
し
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
15
～

20
分
で
到
達
す
る
た
め
、
医
師
に
よ
る
診
療

ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
し
、
か
け
が
え

の
な
い
命
の
救
助
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

ゴ
ル
フ
場
で
発
生
し
た
傷
病
者
の
内
訳
で 

14
例
の
心
肺
停
止
患
者
の
う
ち
、
現
場
の
人

の
適
切
な
判
断
、
応
急
処
置
か
ら
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
高
度
な
医
療
に
繋
が
る
こ

と
で
救
命
の
連
鎖
が
成
り
立
ち
、
６
例
が
社

会
復
帰
と
い
う
驚
く
べ
き
効
果
が
出
て
い
ま

す
。
通
常
、
山
間
で
心
肺
停
止
に
な
れ
ば
、

病
院
ま
で
１
時
間
前
後
か
か
る
こ
と
が
多

く
、
救
命
自
体
困
難
を
極
め
ま
す
。

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

出
動
実
績
は
多
く
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の

１
年
間
で
16
件（
現
場
救
急
12
件
、
病
院
間

搬
送
３
件
、
出
動
後
キ
ャ
ン
セ
ル
が
１
件
）

で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
必
要
に
応
じ
て
敏

速
か
つ
適
切
に
要
請
す
る
ス
キ
ル
を
確
実
に

習
得
し
、
医
師
を
現
場
に
投
入
す
る
究
極
の

医
療
シ
ス
テ
ム
を
着
実
に
手
に
で
き
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
へ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
到
達
時
間
は

離
陸
後
10
～
15
分
で
す
。
ま
た
町
内
に
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
臨
時
離
着
陸
場
は
31
か
所
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、状
況
に
よ
り
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
判
断
で
離
着
陸
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
山
間
地
域
は
離
着
陸
場
所
が
少

な
く
、
各
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発
着
す
る
に
は
、
航

空
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
基

準
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
よ

う
な
場
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。山
間
地
域
、

町
内
の
離
着
陸
場
の
確
保
に
つ
い
て
考
え
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場

の
周
知
等
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
安
全
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
も
揖
斐
郡
消
防
本
部
な
ど
と
連
携

し
、
１
か
所
で
も
多
く
離
着
陸
場
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
に
つ
い

て
で
す
が
、
現
在
、
揖
斐
川
町
内
に
は
32
か

所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
場
所
で
は
、
各
地
域
の
学
校
や
公

園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
、
登
山
や
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
な
ど
の
観
光
客
が
集
ま
る
場
所
に
お

い
て
も
、
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
可
能
な
広
い
エ

リ
ア
を
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
が
指
定
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
、
消
防
機
関
か

ら
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
た
場
所
に
、
消
防
機
関
の
誘
導
に
よ

り
、
離
着
陸
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
傷
病
者
発
生

現
場
の
直
近
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
場
所

で
あ
れ
ば
、
操
縦
士
の
判
断
で
指
定
場
所
以

外
で
も
離
着
陸
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
医
師
が
直
接

現
場
に
赴
き
、
重
篤
患
者
の
初
期
治
療
を
、

早
期
に
開
始
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
山

間
地
域
で
は
、
救
急
車
の
要
請
か
ら
医
師
の

受
診
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ

と
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
は
、
人
命

救
助
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
臨
時
離
着
陸
場
の
確
保
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

臨
時
離
着
陸
場
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
航

空
法
に
お
け
る
防
災
対
応
基
準
以
上
の
条
件
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る
返
礼
品
は
、
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
た
特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
、
現
在
メ
ニ
ュ
ー
の
再
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
議
員
お
話
の
よ
う
に
関
係
課
や
町
内

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
豊
富
で
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
に
つ
い
て
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
ま
で
は
活
用
し
て
い
な
か
っ
た
、

民
間
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
導
入
を
現

在
進
め
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
寄
附
金
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し

て
、
観
光
開
発
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
な
ど

に
投
資
し
、
好
循
環
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
提
案
で
す
が
、
私

も
、
使
途
を
明
示
し
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
る
方
法
も
、
ふ
る
さ

と
再
生
に
直
接
つ
な
が
る
有
効
な
手
法
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
特
定
の
使
途
を
明
示

し
て
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」、
い

わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
く
の

人
々
か
ら
、
資
金
を
調
達
す
る
手
法
を
活
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
町

も
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
で
き
る
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
計
画
認
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
が「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
制
度
の
適
正
な
運
用
に
配

慮
し
つ
つ
、
ふ
る
さ
と
再
生
に
資
す
る
施
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
必
要
で
す
が
、
町
と
し
て
は
、
山
間
地
域

に
お
け
る
可
能
な
地
点
の
設
定
に
向
け
て
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
主
体
で
あ
り
ま
す
岐

阜
県
に
対
し
、
積
極
的
に
要
望
や
申
請
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
離
着
陸
場
の
使
用
時
に
、

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を
お
掛
け
し

な
い
た
め
に
も
、
代
表
区
長
会
や
広
報
誌
な

ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

所　
竜
也 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
る
更
な
る
取
組

み
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
時
代
の
現
在
に
お

い
て
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
が
全
国
の
地
方
自
治
体
で
根

付
い
て
来
ま
し
た
。
地
方
創
生
の
取
組
み
で

地
域
か
ら
都
市
部
に
学
業
や
就
職
で
地
域
を

離
れ
て
暮
ら
す
人
々
や
地
方
部
を
応
援
す
る

方
々
が
、
ふ
る
さ
と
に
寄
附
と
い
う
形
で
、

地
域
を
支
え
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
る
効
果

は
、大
変
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
を
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
工
夫
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す

る
事
業
の
趣
旨
や
内
容
成
果
を
考
え
て
、
当

町
も
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
平
成

27
年
度
で
１
３
２
４
万
円
、
平
成
28
年
度
で

１
７
４
１
万
２
千
円
、
平
成
29
年
度
で
は

１
７
７
５
万
円
と
少
し
で
す
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
た
だ
他
の
自
治
体
で
は
、
５
億
円
以

上
の
所
も
あ
り
ま
す
。
当
町
と
し
て
も
、
ふ

る
さ
と
納
税
が
増
大
す
る
潜
在
能
力
は
十
分

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
状
で
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
運

営
し
て
い
る
の
は
、
政
策
広
報
課
と
聞
い
て

い
ま
す
。
今
後
、
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
増

大
さ
せ
て
行
く
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の
組

織
的
な
取
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
豊

富
な
品
揃
え
や
魅
力
の
高
い
返
礼
品
開
発
を

進
め
る
た
め
に
、
商
工
観
光
課
や
他
の
課
と

の
連
携
体
制
を
つ
く
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
や
工
夫
に
満
ち
た
特
産
品
を
開

発
し
、
町
内
の
事
業
者
育
成
に
も
力
を
入

れ
、
地
域
事
業
者
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
理
解

を
も
っ
と
高
め
て
も
ら
い
な
が
ら
活
性
化
に

繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
揖
斐
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
目

標
額
を
10
億
円
と
し
て
、
現
状
よ
り
拡
大
し

て
い
く
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
得
た
資
金
を
こ
れ
か
ら

の
町
の
観
光
開
発
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
な

ど
に
投
資
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
観
光
の
町
、
揖
斐
川
町
」
を
力
強
く
つ

く
り
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
整
備
し
て
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
予
算
が
必
要
で
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
一

層
の
地
域
活
性
化
に
繋
が
り
、
新
た
な
観
光

開
発
に
繋
が
る
好
循
環
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
住
民
と
一
緖
に
つ
く
る
町
づ
く
り

に
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は「
ふ
る
さ
と

再
生
」
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

町
の
考
え
と
こ
れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
方
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町 

長

　

ふ
る
さ
と
の
再
生
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
有
効
な
施
策
で

あ
る
と
、
私
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
や
地

方
自
治
体
の
様
々
な
取
組
み
を
応
援
す
る
気

持
ち
を
形
に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
20

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
子
育
て
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
資
金
と
し
て
、

地
方
自
治
体
が
自
ら
財
源
を
確
保
し
、
様
々

な
政
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と

い
う
税
制
上
の
措
置
と
は
別
に
、
各
地
方
自

治
体
の
独
自
の
取
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

返
礼
品
に
つ
い
て
、
一
部
の
地
方
自
治
体
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
反
す
る
返
礼

品
が
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省

よ
り
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
責
任
と
良
識
あ

る
対
応
を
厳
に
徹
底
す
る
よ
う
通
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
返
礼
割
合
が
３
割

を
超
え
な
い
こ
と
や
、
地
場
産
品
以
外
の
返

礼
品
を
送
付
し
な
い
な
ど
で
す
。
揖
斐
川
町

に
お
い
て
は
、
こ
の
趣
旨
に
則
り
返
礼
品
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
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申込不要、参加無料
受付・血圧測定：９時 30 分～　教室：10 時～ 11 時 30 分

日頃の生活が楽になる運動を、皆さんで楽しくしてみませんか？
揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方であれば、どの公民館にもご参加いただけます。
皆さんのご参加をお待ちしております。

８月のおたっしゃ教室　

公民館 部屋 日程  開催日
揖斐 １階　和　室 第２火曜日 お休み
小島 １階　集会室 第４火曜日 8月28日
大和 ２階　集会室 第１火曜日 8月 7日
北方 １階　集会室 第３火曜日 8月21日
清水 １階　集会室 第４木曜日 8月23日
𦙾永 １階　ホール 第２木曜日 8月 9日

健幸ポイント
対象事業です♪

※一部の公民館で、29 年度と開催日程が異なっております。ご注意ください。
※公民館によって講師が異なります。

持ち物　運動のできる服装、上靴、水分、タオル、教室のファイル（お持ちの方）
【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター  ℡２３－１３４１

認知症カフェ・失語症カフェ
誰でも参加できる憩いの場です。お茶をしながら交流したり、認知症や失語症に関わる専門家と情報交換
したり、相談をすることもできます。

８月

名　前 会　場 開催日時 電話番号

認
知
症
カ
フ
ェ

喫茶しずやま グループホーム揖斐川げんき村
（揖斐川町志津山谷378）

8月15日（水）
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

21－3511

喫茶　Chidori（チドリ） 特別養護老人ホームかりやど
（揖斐川町黒田419-3）

8月22日（水）
14時～ 16時 22－5511

カフェスペーススマイルデイズ メディカルケアセンターＩＢ
（揖斐川町長良657-1）

8月22日（水）
13時～ 16時 22－0122

ふらっとカフェ
JAいび川　清流の里

（揖斐川町三輪中新田2439-1）

8月17日（金）
13時30分～ 15時

21－3666失
語
症

カ
フ
ェ

失語症カフェ
（脳の損傷による言語障害の一つ）

８月19日（日）
13時30分～ 15時
※事前に参加予約が必要

【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター　℡２３－１３４１

～誰でも参加可能です。
　気軽にお越しください～

※内容など詳細は各会場へお尋ねください。

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

防衛大学校

高卒（見込含）
21歳未満

推　薦
９月５日～９月７日

９月22日・23日

総合選抜 １次　９月22日　　
２次　10月27日・28日

一　般 ９月５日～９月28日 １次　11月３日・４日
２次　12月11日～15日のうち１日

防衛医科
大学校

医学科学生
９月５日～９月28日

１次　10月27日・28日
２次　12月12日～14日のうち１日

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

１次　10月20日
２次　12月１日・２日のうち１日

自衛官
候補生

18歳以上
27歳未満の者

男　子 年間を通じて
行っております。

第６回
９月21日～23日のうち１日女　子

自衛官等募集案内

※１　受験資格の年齢は各種目とも平成3 1年４月１日現在です。
※２　平成3 1年３月高等学校卒業予定者の採用試験は、原則として平成3 0年９月1 7日以降に行います。
※３　お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」
　　　　　　　　　大垣市林町５－1 8光和ビル２階　℡0 5 8 4－ 7 3－ 1 1 5 0
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
４
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

② 

𦙾
永
駅
前
住
宅　
3
戸

・
住　

所　
　
揖
斐
川
町
脛
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
６
，
６
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

８
月
１
日（
水
）
～
８
月
15
日（
水
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

平
成
30
年
９
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

児
童
扶
養
手
当「
現
況
届
」

�

提
出
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め
に
、
児
童
の

母
、
父
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
す
る
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。現

在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
停
止

さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
初
旬
に
現
況
届
提
出
の
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

特
別
児
童
扶
養
手
当「
所
得
状
況
届
」

�

提
出
の
お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
の

保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
所
得

状
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

平
成
30
年
８
月
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

の
負
担
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

費
用
の
一
定
割
合
を
利
用
者
の
方
に
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
１
割
又
は
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
は
２
割
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年

８
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方（
第
一
号
被
保
険

者
）
で
あ
っ
て
、
本
人
の
合
計
所
得
が

２
２
０
万
円
以
上
で
、
同
じ
世
帯
に
い
る
65

歳
以
上
の
方
の「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合

計
所
得
金
額
」
が
単
身
の
場
合
３
４
０
万
円

以
上
、
二
人
以
上
世
帯
の
場
合
４
６
３
万
円

以
上
の
方
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
の
費
用
の
３
割
を
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
揖
斐
広
域
連
合
か
ら
負
担
割
合
が
記
さ

れ
た
証（
負
担
割
合
証
）
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
負
担
割
合
証
の「
利
用
者

負
担
の
割
合
」（
７
月
下
旬
発
送
予
定
）
の

欄
で
ご
自
分
の
負
担
割
合
を
確
認
で
き
ま

す
。詳

し
く
は
、５
月
に
配
布
し
た
冊
子「
あ

な
た
と
歩
む
介
護
保
険
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

・
揖
斐
川
町
役
場　

福
祉
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
３
６
）

・
揖
斐
広
域
連
合

　

℡
２
３
‒
０
１
８
８

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

親
子
畜
産
物
料
理
講
習
会

�

参
加
者
募
集

地
元
産
の
豚
肉
や
鶏
卵
を
使
っ
た
料
理
講

習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
手
作
り
し
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
や
卵
ス
ー

プ
を
作
り
ま
す
。

■
対
象
者　
揖
斐
郡
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者（
家
族
）
先
着
15
組

（
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
、
募
集
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
日
　
時　
８
月
28
日（
火
）

	

10
時
～
13
時
30
分

■
場
　
所　
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	

は
な
も
も　

調
理
室

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物

■
主
　
催　
揖
斐
郡
農
業
振
興
協
議
会

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

〒
５
０
１
‒
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１
‒
１　

揖
斐
農
林
事
務
所　

農
業
振
興
課　

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
４
１
２
）

℻
２
２
‒
６
７
２
５
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屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催

岐
阜
県
お
よ
び
岐
阜
市
で
は
、
屋
外
広
告

物
の
表
示
お
よ
び
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る

物
件
の
設
置
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
下
記
の

と
お
り
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
日　
９
月
28
日（
金
）

■
会
　
　
場

岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
）

２
階
大
研
修
室

岐
阜
市
橋
本
町
１
‒
１
０
‒
２
３ 

℡
０
５
８
‒
２
６
８
‒
１
０
５
０

■
講
習
時
間　
９
時
30
分
～
17
時（
予
定
）

	

（
受
付
開
始　

９
時
～
）

■
対
　
　
象

屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
掲
出
物
件
の

設
置
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従

事
し
よ
う
と
す
る
者
、
屋
外
広
告
物
を
表
示

又
は
掲
出
し
よ
う
と
す
る
者

■
申
込
方
法

受
講
申
請
書
を
左
記
へ
郵
送
又
は
持
参

・
岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　
（
〒
５
０
０
‒
８
１
５
４

�

岐
阜
市
木
ノ
下
町
５
‒
２
１
‒
１
）

・
岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
課

　
（
〒
５
０
０
‒
８
７
２
０

	

岐
阜
市
神
田
町
１
‒
１
１

�

岐
阜
市
役
所
南
庁
舎
１
階
）

※
受
講
申
請
書
は
、
岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
景

観
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
岐
阜
県
広
告

美
術
業
協
同
組
合
の
窓
口
で
入
手
可
能
。

■
申
込
期
間

８
月
１
日（
水
）
～
31
日（
金
）

【
当
日
消
印
有
効
】

■
受
講
定
員

１
０
０
名
程
度

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
受
講
料

３
，
０
０
０
円（
講
習
課
程
の
一
部
免
除

者
は
１
，
８
０
０
円
）

■
使
用
テ
キ
ス
ト

当
日
会
場
で
配
布
す
る
テ
キ
ス
ト

※「
屋
外
広
告
の
知
識
」（
第
４
改
訂
版
）
は

当
日
購
入
可
能（
希
望
者
）

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

℡
０
５
８
‒
２
４
５
‒
４
４
７
２

岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
課　

℡
０
５
８
‒
２
６
５
‒
３
９
８
５

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

夏
の
思
い
出
づ
く
り
に

�

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
専
用
の
器

具
を
使
い
、
安
全
に
楽
し
め
る「
木
登
り
」
で

す
。夏
の
思
い
出
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　
９
月
９
日（
日
）

１
回
目　

10
時
30
分
～
12
時
00
分

２
回
目　

13
時
00
分
～
14
時
30
分

３
回
目　

14
時
45
分
～
16
時
15
分

※
雨
天
時
は
中
止
。

■
定
　
　
員　
各
回
20
人

※
小
学
生
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
で
す
。

■
集
合
場
所

水
と
森
の
学
習
館（
揖
斐
川
町
鶴
見
）

※
開
催
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
受
付
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金　
１
人 

１
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
軍
手
、
飲
物
、
虫
刺
さ
れ
の

薬
、
虫
よ
け

■
服
　
　
装　
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴

■
申
込
方
法
　
電
話
申
込
み（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
締
め
切
り
。

■
申
込
期
間

８
月
１
日（
水
）
～
８
月
31
日（
金
）

９
時
～
16
時（
月
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６

 

徳
山
湖
で
Ｅ
ボ
ー
ト
体
験
！

「
Ｅ
ボ
ー
ト
」
と
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
10
人
乗
り
の
大
型
ゴ
ム
ボ
ー

ト
で
す
。
日
本
一
の
総
貯
水
容
量
を
誇
る
徳

山
ダ
ム
の
湖
面
活
用
を
目
的
に
、「
Ｅ
ボ
ー

ト
」
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　
８
月
26
日（
日
）　

少
雨
決
行

※
当
日
の
天
候
お
よ
び
湖
面
の
状
況
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
場
所　
徳
山
湖

■
体
験
時
間

①
10
時
00
分
～
11
時
30
分　

②
12
時
30
分
～
14
時
00
分

③
14
時
30
分
～
16
時
00
分

■
参
加
対
象　
小
学
生
以
上
の
方

■
定
　
　
員　
各
回
32
名

■
環
境
協
力
金
　

大
人（
高
校
生
以
上
）　�

１
，
０
０
０
円

小
人（
小
・
中
学
生
）　�

５
０
０
円

■
集
合
場
所
・
集
合
時
間

徳
山
会
館（
揖
斐
川
町
開
田
地
内
）　

※
出
発
時
刻
の
30
分
前
ま
で
に
ご
集
合
く
だ

さ
い
。

■
服
　
　
装
　

濡
れ
て
も
よ
い
服
・
靴（
水
着
可
）、

帽
子
・
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
飲
料
水

■
申
込
方
法
　

電
話
申
込
み（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
期
間
　

７
月
26
日（
木
）
～
８
月
10
日（
金
）

９
時
～
16
時（
月
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所　

℡
５
２
‒
０
１
６
６　

※
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
本
事
業
は
、（
公
財
）
木
曽
三
川
水
源
地
域

対
策
基
金
の
上
下
流
交
流
事
業
助
成
金
を

受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ふ
じ
は
し
ふ
る
さ
と

�

夏
ま
つ
り
開
催
！

藤
橋
地
域
の
夏
の
風
物
詩「
ふ
じ
は
し
ふ

る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時
　
８
月
14
日（
火
）

	

17
時
～
21
時

■
会
　
場　
藤
橋
振
興
事
務
所　

駐
車
場

■
主
な
内
容

○
大
道
芸
ス
テ
ー
ジ　
17
時
30
分
～
18
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
時
～
19
時
30
分

　

出
演
者　

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
エ
ル

　
　
　
　
　

コ
コ
ロ

○
盆
踊
り　
　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

○
花
火
打
上　
20
時
30
分
～
21
時
頃　

■
雨
天
時

・
藤
橋
公
民
館
に
て
実
施
し
ま
す
。

・
花
火
の
み
翌
日
順
延

　
（
８
月
15
日
20
時
か
ら
）

【
お
問
い
合
せ
】

藤
橋
観
光
協
会（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

℡
５
２
‒
２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

福
祉
三
施
設
合
同
夏
祭
り

�

～
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
～

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
、
西
濃
サ

ン
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
揖
斐
川
尚
和

園
の
福
祉
三
施
設
が
合
同
で
、
左
記
の
と
お

り
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ゲ
ー
ム
な
ど
模
擬
店
も
多
数
出
店
し
、
太

鼓
や
盆
踊
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時　
８
月
９
日（
木
）

	

18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
会
　
場　
揖
斐
川
尚
和
園
前
特
設
会
場
お

よ
び
特
養
尚
和
園
前

	

（
揖
斐
川
町
清
水
７
７
番
地
）

■
駐
車
場　
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
駐
車
場

■
参
加
費　
無
料

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
等
に
よ
り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 

違
反
対
象
物
公
表
制
度
の
お
知
ら
せ

揖
斐
郡
消
防
組
合
管
内
に
あ
る
建
物
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
の
建
物
の
防
火

安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、
建
物
の

利
用
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
消
防
署
が
把

握
し
た「
重
大
な
消
防
法
令
違
反
」
を
公
表

す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

○
公
表
の
対
象
と
な
る
建
物

飲
食
店
・
百
貨
店
・
ホ
テ
ル
等
の
不
特
定

多
数
の
方
が
利
用
す
る
建
物
や
病
院
・
老
人

ホ
ー
ム
等
の
避
難
が
困
難
な
方
が
利
用
す
る

建
物
。

○
重
大
な
消
防
法
令
違
反
と
は

屋
内
消
火
栓
設
備
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
・
自
動
火
災
報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
も
の
。

○
公
表
の
方
法
・
内
容

揖
斐
郡
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

対
象
物
の
名
称
・
所
在
地
・
違
反
の
内
容
を

掲
載
し
ま
す
。

○
公
表
制
度
の
施
行
日

平
成
31
年
４
月
１
日

揖
斐
郡
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
制
度
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

℡
３
２
‒
２
５
５
３

 

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
開
催

消
防
法
で
は
、
学
校
、
工
場
、
店
舗
等
の

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
す
る

事
業
所
に
は
、
￢
防
火
管
理
者
」
を
置
く
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理

者
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　（
２
日
間
受
講
）

　

①
10
月
18
日（
木
）
９
時
～
16
時
30
分

　

②
10
月
19
日（
金
）
９
時
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

	

　

三
階
研
修
室

■
受
講
料　
無
料

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
４
，
０
０
０

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

９
月
３
日（
月
）
～
９
月
28
日（
金
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

℡
３
２
‒
２
５
５
３

肺がん検診を受けませんか？
＜対象者＞　揖斐川町に住所を有する40歳以上の方
　　　　　　★65歳以上の方で肺がん検診を受ける方は、結核健診を受ける必要はありません。
＜日　程＞

日にち 時間 検診会場 検診内容（費用）
10月29日（月） 14：45～15：15 谷汲保健センター 胸部レントゲン検査　200円

＊問診において、必要と判断された方のみ、
　喀痰検査実施　500円
（喀痰検査料は、喀痰提出時に徴収します。）

10月30日（火） 15：15～16：45
揖斐川保健センター11月14日（水） 14：00～15：30

11月26日（月） 13：30～15：00
揖斐川保健センターへお申込みください。案内用紙、問診票を郵送します。

【申込み】　揖斐川保健センター　☎２３－１５１１

新社会人の皆さんボランティアに参加しませんか。
献血はひとりでできるボランティアです。
日時：	８月22日（水） ９：00～16：30
場所：	揖斐川保健センター
	 献血車２台用意しております。
	 ※粗品進呈します。

54 We Serve
揖斐川ライオンズクラブ
事務局 ℡：0585-22-1105

ご
協
力
を

�

お
願
い
い
た
し
ま
す

１年に１回は受けましょう！
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
お
仕
事
の
受
付

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま

ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見

積
り
は
無
料
で
す
。

揖斐川町民特別講座のご案内
講座内容：明るい地域は心の健康から~未来につなぐ心の和～
講　　師：岡崎　勝彦　氏
　　　　　海津市社会福祉協議会　海津市くらしサポートセンター長
　　　　　（精神保健福祉士）
　　　　　

日　時 ： ８月７日（火）
　　　　　受　　付　…　13時00分～13時30分
　　　　　講　　演　…　13時45分～15時15分
　　　　　お知らせ　…　15時15分～15時30分
場　所 ： 揖斐川町役場　３階　防災対策室

☆揖斐川町保健推進員の研修会を兼ねて実施いたします。
☆参加ご希望の方は、下記までお申込みください。

　　　　　　　　　　　【お問い合せ・申込み】
� 揖斐川保健センター　TEL２３－１５１１

寿
長
ご

さ
ん

６
月
の

坪
つぼ

井
い

　一
かづ

三
み

 さん
95歳（清水）

山
やま

本
もと

　友
とも

枝
え

 さん
95歳（𦙾永）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

・
畑
仕
事　

・
草
刈
り
、
草
取
り

・
簡
単
な
大
工
仕
事　

・
家
具
の
解
体

・
家
事
援
助（
家
の
掃
除
、
食
事
作
り
等
）

・
病
院
等
の
付
き
添
い

・
障
子
、
襖
張
り　

・
宛
名
、
賞
状
書
き

・
軽
作
業　

・
社
内
清
掃

・
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化 

等

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
ご
依
頼
の
仕
事
に
対
応
で
き
る
会
員
が

不
足
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
条
件
を
満
た
さ

れ
る
方
は
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

・
揖
斐
川
町
内
に
お
住
ま
い
の
、
60
歳
以
上

で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

・
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
説
明
会
を
受
け
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
。

・
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
会
費
を

納
入
さ
れ
た
方
。

◎
説
明
会

■
日
　
時　
８
月
７
日（
火
）、
21
日（
火
）

	

10
時
開
始

	

（
約
一
時
間
半
か
か
り
ま
す
）

■
場
　
所　
揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
二
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７
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子どもや高齢者、障
がいのある方もな
い方も、県民すべて
がレクリエーション
に触れることがで
きる「ぎふ清流レク
リエーションフェス
ティバル」を開催します。9月29日（土）には、岐阜メモリアルセンターで総
合開会式を実施。9月から10月を中心に、県内全域で種目大会と各市町
村の協賛イベントが開催されます。レク体験コーナーなど、その場で誰で
も参加可能なイベントも多数ありますので、お気軽にご参加ください。

近年、注目度が高まってい
る明治期の工芸。見る人を
魅了する精緻な明治工芸の
逸品に加え、その精神を受
け継ぐ現代作家の作品を紹
介します。牙彫、自在、陶磁、
漆工、金工など、古今の驚く
べき超絶技巧が時空を超
えて対峙する様をご覧くだ
さい。

この情報は平成30年6月22日現在のものです。 ☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

拉致問題啓発舞台劇
「めぐみへの誓い－奪還－」
多治見市公演を開催します

案　内

●とき／9月6日（木）13：30～16：00
●ところ／バロー文化ホール（多治見市）
●定員／800人（先着順）
●申込方法／往復はがき、FAX、メール
●料金／無料
●問／県庁地域福祉課　☎058（272）8264

●岸から見ると穏やかな場所でも、「急な流れの変
化」や「川底へ強く引き込まれる流れ」により、危
険な場所があります。川に入るときは、ライフ
ジャケットをきちんと着用しましょう。
●川での水難事故を防ぐためにも、川に遊びに
行くときは、天候や川の状況に注意してくだ
さい。
●問／県庁河川課
  ☎058（272）8603

検索岐阜県奨学給付金

市町村民税所得割額が非課税である世帯を
対象とした授業料以外の教育費を支援する
返済不要の給付型奨学金です。

平成30年度岐阜県公立高等学校等
奨学給付金を募集します募　集

●申込方法／通学する学校にて申請
  ※保護者が県外在住の場合は、お住まいの都道
府県へ直接申請してください
●申込期限／９月中旬※学校ごとに異なりますの
で、通学する学校へお問い合わせください
●問／県庁教育財務課
  ☎058（272）8734

県総合人材チャレンジセンターでは、県内の
モノづくりの実力派企業をはじめ、採用に
積極的な企業が参加する「合同企業説明
会」を開催します。県内企業への就職や転職
を希望する方はぜひご参加ください。

ジンチャレ！
「合同企業説明会」を開催します案　内

●とき／8月17日（金）13：00～16：00
●ところ／じゅうろくプラザ（岐阜市）
●料金／無料
●申込／不要
●問／県総合人材チャレンジセンター（ジンチャレ！）
☎058（278）1149

「ぎふ清流レクリエーションフェスティバル」を
開催します！

障がいのある方もない方も参加できる「長良
川ふれあいマラソン大会」を開催します。

「第23回長良川ふれあいマラソン大会」
参加者を募集します募　集

●とき／10月7日（日）9：00～14：30
  （選手受付は7：30開始予定）
●ところ／木曽三川公園特設会場（海津市）
●定員／800人程度（先着順）
●料金／1人1,500円（選手および伴走者）
●申込方法／ウェブサイト、郵送、持参
  ※詳しくはウェブサイトで確認してください
●申込期限／8月31日（金）消印有効
●申込先・問／長良川ふれあいマラソン大会実行
委員会
  ☎058（273）1111 （内線2541）

検索岐阜県障害者スポーツ協会

「天下分け目の地　関ケ原」の魅力を全国に
発信するため、関ケ原の写真と絵画のコン
テストを開催します。

検索私の関ケ原　コンテスト

関ケ原をテーマに
写真と絵画を募集します募　集

  
●内容／春または夏を感じさせる関ケ原の写真
●応募／８月30日（木）～９月13日（木）

●内容／夏の関ケ原の風景を描いた絵画
●応募／学校を通じてご応募ください
●問（①②共通）／県関ケ原コンテスト運営事務局
  ☎058（215）1981
　※詳しくはウェブサイトで確認してください

◆

◆

◆

①総合開会式：9月29日（土）
ところ／岐阜メモリアルセンター（岐阜市長良福光大野2675-28）
②種目大会・市町村協賛イベント：9月～10月を中心に開催
※詳しくはウェブサイトで確認してください
無料（一部イベントは要参加料）

と き

料 金

／

／
問 ／県庁ねんりんピック推進事務局  ☎058（272）1882

釣りやキャンプ、水泳を楽しむなど、川は楽
しい場所ですが、ときに危険な場所に変わ
ります。

中学一年生だった横田めぐみさんが新潟の
海岸で拉致された当時から、現在にいたる
拉致問題の経緯、めぐみさんや田口八重子
さんたち拉致被害者の北朝鮮での生活等を
描いた舞台劇です。

川を安全に楽しむために案　内

検索ぎふ清流レクリエーションフェスティバル

驚異の超絶技巧！
明治工芸から現代アートへ

【牙彫】安藤緑山《胡瓜》明治ー大正時代

◆

◆

◆

◆

◆

8月26日（日）まで
10：00～18：00（最終入館17：30）
県現代陶芸美術館（多治見市東町4-2-5）
一般900円、大学生700円、高校生以下無料

と き
開館時間
ところ
料 金

／
／
／
／

問 ／県現代陶芸美術館
☎0572（28）3100

検索岐阜県現代陶芸美術館

岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年5月1日現在　※(　)内は前月との比較

2,001,654人（424人増）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／970,185人（397人増）
女／1,031,469人（27人増）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

げちょう とうじ

しっこう

たいじ

きんこう
「ぎふ清流レクリエーションフェスティバル2017」の様子
（左：総合開会式、右：ユニカール）

検索ジンチャレ

①「私の関ケ原」写真コンテスト2018春・夏

②「ぼくの わたしの 関ケ原」写生コンテスト2018
   【夏休みの作品募集】

情報ボックス



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合 　 　 計 21,458（� － 19） 10,310 11,148 8,008（� 1）

揖 斐 川 地 域 16,008（� 7） 7,727 8,281 5,700 （� 9）

谷 汲 地 域 3,009（� － 18） 1,436 1,573 1,107 （� － 7）

春 日 地 域 950（� － 1） 461 489 464 （� － 1）

久 瀬 地 域 893（� － 2） 409 484 387 （� 0）

藤 橋 地 域 234（� － 4） 119 115 148 （� 0）

坂 内 地 域 364（� － 1） 158 206 202 （� 0）

出生 9人 /死亡 24人 /転入等 31人 /転出等 /35 人
〈平成 30年７月 1日現在〉

8月31日（金）	 町（県）民税  2期分
　　　　　　　 国民健康保険税 4期分
　　　　　　　 後期高齢者医療保険料　2期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

  4日（土）　いびがわの祭り　ありがとう花火

14日（火）　ふじはしふるさと夏まつり

17日（金）　谷汲山お十七夜コンサート　

19日（日）　伝統芸能フェスティバル

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ３ 区 河 瀬 　 清 89

極 楽 寺 武　藤　さとゑ 94

下 町 林 　 雄 80

下 岡 島 林 　 と み 89

上 岡 島 細 野 貴 子 75

長 良 大 野 俊 則 72

中 村 松 田 　 繁 81

谷 汲 深 坂 内 藤 　 肇 92

谷 汲 大 洞 竹 中 勝 彦 85

谷 汲 名 礼 堀　　　剛一郎 89

谷 汲 徳 積 髙 敏 雄 89

谷 汲 岐 礼 正　村　さかゑ 90

春 日 小 宮 神 藤　原　てるを 92

樫 原 鳥 井 平 二 90

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

極 楽 寺
はし
本
もと

琉
りゅう

聖
せい

知 久 美加子

南 方 小
こ
森
もり

温
まさ

遥
はる

慎 也 良 美

下 町 野
の
田
だ
彩
あや

禾
か

英 司 貴 代

下 町 飯
いい

沼
ぬま

悠
ゆう

成
せい

雄 人 菜 美

市 場 新
にい

川
かわ

愛
あい

乃
の

隼 司 早 貴

和 田 林
はやし

　 璃
り
空
く

建 輔 真奈美

谷 汲 徳 積 横
よこ

　田
た

　ほたる 貴 志 理 恵

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

納期限のお知らせ8月の主な行事

平成30年６月届出分
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